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新しいスーパーコンピュータの運用を開始します 

～防災・社会経済活動に役立つ気象情報の更なる改善に向けて～ 

 

 

 

気象庁では、より精度良く気象予測を行うために、これまでに比べて気象計

算のプログラムを約10倍の速度で処理する能力をもち、より多くのデータを高

速に扱うことのできる新しいスーパーコンピュータの運用を６月５日から開始

します。 

 

気象庁のスーパーコンピュータは、目先から数ヶ月先までの気象予測や気候

変動の監視・予測に必要な様々な数値計算を行うもので、防災・日常生活・社

会経済活動の様々な場面で幅広く利活用されている各種気象情報の根幹を支え

るものです。 

 

今後、気象庁では新しいスーパーコンピュータを活用し、台風の影響や集中

豪雨の発生可能性等を早い段階から精度良く把握できるようにすることや、数

週間先から数ヶ月先までの予測情報等を順次改善することで、防災・日常生活・

社会経済活動の様々な場面で幅広く利活用される各種気象情報の更なる改善に

取り組んで参ります。 

 

改善を計画している主な予測情報につきましては別紙を参照ください。 

 

 

 

  

気象庁では、６月５日に新しいスーパーコンピュータの運用を開始します。

今後、このスーパーコンピュータを活用し、台風の影響や集中豪雨の発生可

能性をより早い段階から精度良く把握するための防災情報の改善や、日常生

活・社会経済活動の様々な場面で幅広く利活用される各種気象情報の更なる

改善に取り組んで参ります。 

【本件に関する問合せ先】予報部業務課 担当 山本・飯塚  

電話03-3212-8341（内線3119・3352） 



別 紙 

改善を計画している主な予測情報 

 

 

○ 台風強度予報の予報期間の延長 

全球数値予報モデル（ＧＳＭ）の午前 3 時、午前 9 時、午後 3 時に行う予報

の期間を現在の 84 時間（3.5日）から 132時間（5.5 日）に延長します（平成

30年６月下旬予定）。 

これにより、台風の強度予報（中心気圧や最大風速等）の予報期間を現在の

３日先から５日先まで延長する改善を行う計画です（平成30年度末までに実施

予定）。 

 

○ 降水予測情報の改善 

詳細な降水分布を予測する「降水短時間予報」の予報時間を現在の６時間先

から15時間先まで延長します（平成30年６月下旬予定）。 

さらに、集中豪雨や暴風などの災害をもたらす現象の予測に、複数予測の手

法をとりいれる「メソアンサンブル予報システム」の運用を開始する計画です

（平成31年度早期に実施予定）。 

 

○ ２週間気温予報の開始等 

 ２週間先までの気温予報について、５日間平均の気温の予測値を毎日発表す

る計画です（平成31年度早期に実施予定）。 

 このほか、１ヶ月先から数ヶ月先までの予測情報の基礎データとなる全球・

季節アンサンブル予報システム等を順次高度化することなどにより、長期的な

予測情報の改善に取り組んで参ります。 

 

○ 黄砂予測の改善等 

静止気象衛星ひまわりによる観測データを活用し、黄砂予測システムの高度

化を実施します。 

これにより、黄砂の実況から予測までをシームレスに把握できる黄砂解析予

測図の提供を新たに開始する計画です（平成31年度末に実施予定）。 

 

上記以外にも、気象庁では、新しいスーパーコンピュータを活用し、各種気

象情報の改善・充実に向けた取組を順次進めて参ります。 

 

  








